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研究成果の概要（和文）：教会アジールは、フランク時代の前期であるメロヴィング朝期（481~751年）におい
ては広く認められていたが、カロリング期に入って衰退したとみなされている。本研究は、こうした教会アジー
ルの変容について、フランク時代の国家と教会との関係を軸に再検討することを目的とした。とりわけカロリン
グ期の紛争解決における教会および教会人の役割を検討することで、カロリング期におけるアジールの衰退とい
う通説を見直す必要があることを明らかにした。またカール大帝やアインハルトの書簡について写本やラテン語
の用法を含めて検討することで、カロリング期におけるアジール認識の解明に貢献した。

研究成果の概要（英文）：The right of sanctuary, which had been largely recognized in the Merovingian
 period (ca. 481~751) was restricted during the Carolingian period. The purpose of this study was to
 reexamine this transformation in the context of the relationship between the state and the church 
in the Frankish kingdom. In analyzing the role of the church and churchmen in the resolution of 
conflicts, I propose some fresh ideas about the “decline” of this legal institution in the 
Carolingian kingdom. This study contributes also to clarifying the perception of the right of 
sanctuary in the Carolingian period.

研究分野： 西洋中世史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義としては、カロリング期にアジールが衰退したとする通説に疑問を投げかけたことに加えて、とり
わけカロリング期の書簡史料から得られる情報をどのように解釈すべきかについて、写本を含めた史料研究に基
づいて新たな可能性を提示した。
　社会的意義としては、過去の社会の紛争解決においてアジールや教会・教会人が果たした意義を明らかにする
ことによって、現代社会において同様の問題に対処する際に考慮されるべき素材を提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 『広辞苑』（第 7 版 岩波書店 2018、2019 年）によればアジールとは、「世俗の世界から遮

断された不可侵の聖なる場所・領域。自然の中の森・山・巨樹や奴隷・犯罪者などが庇護される

自治都市・教会堂・駈込寺など」である。中世ヨーロッパでは、とりわけ宗教施設としての教会

がこうした場所・空間として機能した。しかしながら、中世ヨーロッパの教会アジールに関する

研究は日本ではほとんど進んでいない。他方でヨーロッパにおいて中世初期のアジールに関す

る研究はいくつか存在する。その代表は、Daniela Fruscione, Das Asyl bei den germanischen Stämmen 

im frühen Mittelalter, Böhlau, 2003 であり、古ゲルマン時代以来の伝統が中世の教会に継承された

とする。しかし、近年の研究は中世初期社会が古代末期ローマ社会の伝統を大いに引き継いだと

する見方を強く打ち出してきており、Fruscione の見解は見直しを迫られている。 

 同じく再検討が必要なのは、メロヴィング朝からカロリング朝にかけて生じた変化である。メ

ロヴィング期（481〜751 年）にアジールが栄えたのに対して、カロリング期（751 年〜）に衰え

たことは幾人かの研究者によって指摘されている。しかしこの変化は、カロリング王権が中央集

権化を進め、刑罰を世俗権力が掌握しようとしたことで生じたとして、近代に入ってアジールが

衰退する現象についてと同じ説明が幅をきかせている。けれども、近年ではカロリング王権が中

央集権化を進めたとする理解は大幅な見直しを迫られている。現在では、カロリング王権は地方

の有力者を庇護関係のもとに取り込むことによって機能し得たのであり、制度的な集権化を確

立しようと目指したのではないと考えられている。したがって、教会アジールの盛衰と国家の性

格の関係についても、従来の見解は見直しを迫られていると言える。 
 
 
２．研究の目的 
 
 西洋中世初期社会においては、犯罪者が教会に逃げ込むことによって罪を軽減してもらうこ

とのできる教会アジールという制度が機能していた。教会アジールは、フランク時代の前期であ

るメロヴィング朝期においては広く認められていたが、カロリング期に入ると衰退すると考え

られている。本研究は、フランク時代の国家と教会との関係に注目しながらアジールを検討する

ことで、この変化の意味を明らかにすることを試みる。 
 
 
３．研究の方法 
 
 フランク時代の教会アジールに関連する史料を網羅的に調査し、いかなる類型の史料に、教会

アジールのどのような側面に関連する情報が現れるかを整理する。メロヴィング期に関しては、

部族法典として『サリカ法典』と『リプアリア法典』が残っており、他のゲルマン部族の法典と

比較しながら調査を進める。そのほかに教会会議の記録と叙述史料を調査する。カロリング期に

ついては、教会会議録に加えて、王権の発した勅令が主要な史料となる。加えて、新たな史料類

型として、王やカロリング・ルネサンスの知識人たちが残した書簡が重要な史料として現れる。

これら教会アジールに関する史料を調査して、いかなる類型の史料に教会アジールのどのよう

な側面が描かれているかを明らかにし、フランク時代のアジールの特徴を分析する。  
 
 
４．研究成果 



 

とりわけカロリング期のアジールに関する史料の分析によって重要な所見を得られたので、

それらを中心に研究成果を整理する。 

 

（1）カール大帝によるアルクイン宛て書簡 

この書簡は、フランス国立図書館に所蔵されているラテン写本 2718 番に写されて伝わってい

る。内容は次の通りである。 

801 年か 802 年に、当時トゥールのサン・マルタン修道院長であったアルクインとオルレアン

司教テオドゥルフとの間に激しい争いが生じた。それは、重大な犯罪を犯し、サン・マルタン修

道院に逃げ込んだオルレアン教会の聖職者に関わっている。テオドゥルフは犯罪者の引き渡し

を要求したが、修道院は 2 度にわたって要求を拒否。その後アルクインとテオドゥルフはともに

カール大帝に手紙を送る。これらの手紙は残っていないが、この事件に関してはアルクインの手

紙 4 通が伝来している。テオドゥルフの繰り返しの要求に対してアルクインは、聖書、教会会議

決議、ローマ法、教皇伝などを引き合いに出しながら、犯罪者を修道院から連れ出すのは正当で

はないと主張した。伝来するカール大帝の手紙は、この主張に反論するために書かれた。 

皇帝はアルクインに激怒している。アルクインは、訴えられた人物が訴訟を追及することがで

きると主張するのに対して、カール大帝は、神の法も人間の法も犯罪者が提訴することを禁じて

いることを喚起する。アルクインは使徒パウロの事例を引き合いに出して主張を正当化しよう

とするが、パウロは判決を下される前に皇帝に訴え出たことをカール大帝は強調する。逃亡者は

すでにオルレアン住民の面前で有罪判決を下されていた。そして収監されている場所から抜け

出して、サン・マルタン修道院に逃げ込んだのは法に反する行為であり、贖罪も果たさないまま

不当に暮らしていると非難する。実際にカール大帝はすでに、この逃亡者がテオドゥルフのもと

に戻されるよう、そしてその後テオドゥルフが彼を国王法廷に連行するように命じていた。けれ

どもアルクインは犯罪者の返還を拒み、皇帝の命令をないがしろにし、犯罪者の嘆願に屈してい

ると。カール大帝の怒りは修道士団にも向けられ、かれらがあるときは、自分たちは修道士、あ

るときは参事会員、あるときはそのどちらでもないと主張すると非難し、彼らが犯した罪を贖う

べく王の面前に出頭するよう命じている。 

残念ながらこの事件のその後の展開はわからない。この手紙はアルクインの晩年における権

威失墜、皇帝のもとでの恩寵喪失を証明するものだが、これまで主としてカロリング期における

教会アジールに関する証拠として研究されてきた。別の写本で伝わるアルクインの 4 通の書簡

は、アジールに対する彼の考えを明瞭に示している。これに対してカール大帝の書簡は、争点を

アジールそのものから皇帝への上訴に移しており、まるでアジールの問題を避けているかのよ

うにも見える。われわれはこの手紙からだけでは、アジールに対する皇帝の考えをわずかしか知

ることはできない。別の言い方をすれば、801 年末か 802 年に出されたこの手紙は、830 年頃に

この写本に書き写されたとき、アジールに関わる重要な文書とみなされたため収録されたとは

考えにくい。 

当該写本の検討に基づいて、この写本がトゥールではなく国王宮廷で作製された可能性が高

いこと、カール大帝の書簡は、上訴に関する重要な文書として写された可能性があることなどを

明らかにした。またこの書簡で言及される紛争が、803 年に出された部族法典付加勅令のなかの

アジールに関する規定を生み出したとする最近の見解が、史料的には十分に裏付けられないこ

とも付言しておきたい。 

 



（2）アインハルトの書簡 

 アインハルトの書簡が伝える諸事例は、地方社会におけるアジールの実態に関する貴重な情

報を与えてくれる。一点の写本でのみ伝わるアインハルトの書簡集は、823 年から 840 年の間に

書かれた 70 点近くの書簡を含んでいる。その中でアジールに関連するものは 5 点あり、すべて

828 年以降の時期に書かれたと想定されている。 

 5 点のうち４点が伝える逃亡者は不自由民であり、カロリング期におけるアジールに関する証

拠としては独自である。メロヴィング期の史料からは、勅令であれ教会会議録であれ、教会へ逃

亡した奴隷についての規定が数多く見られるだけでなく、また叙述史料からもそうした実例が

いくつか知られている。だがカロリング期には、立法の規制の対象とならなかったことが興味深

い。ここでは単に、不自由民が保護を求めて教会に逃げ込む慣習が存続していた事実を確認する

にとどめておく。奴隷の不法行為として書簡から確認できるのは 2 種類、主人の許可を得ていな

い不法な結婚と殺人である。 

 これらの事例は、不自由民が主人の強力な権力のもとに置かれていたことを示している。結婚

が主人の許可を必要とすることは言うまでもないが、奴隷による殺人はその主人による処罰に

服していたことがうかがえる。とりわけ不自由民を管理する所領管理人や不自由民を支配下に

もつ司教が、その処罰を定めていた事実が注目される。そしてその際に、犯罪者の命を奪うので

はなく、罰を軽減し、金銭による支払いで代えるようにアインハルトは要求しているのである。

これらはそもそも正規の法廷に達することのない案件であったと想定される。他方である事例

は、世俗の法廷ですでに裁かれた逃亡者に関わっており、勅令が示唆するのとは異なり、すでに

有罪判決を受けた者でさえ、教会に逃げ込み、処罰の軽減を得る可能性を有していたことが明ら

かになる。 

 これら実践の事例から得られる像は、規範史料から得られる像と部分的にしか一致しない。身

体刑を免除されるという逃亡者の処遇は、ある程度まで守られていたことがうかがえる。また死

刑に値する犯罪者がしばしば教会に逃げ込んでいたことも勅令から得られる情報と一致する。

しかし、書簡や請願書の書式からは、そうした犯罪者もまた、仲介者を通じて許しを得られるこ

とが実際には多かったと考えられる。さらに、一度裁かれた者でも、教会に安全と救いを求める

ことも可能であった。勅令は厳格に適用されたのではなく、柔軟に紛争解決が図られ、その際に

アインハルトのような有力者が個人的なネットワークを通じて、そして書簡という媒体を有効

に用いながら重要な役割を果たしていた。 

 

（3）結論と展望 

 カロリング期の諸史料の検討から得られた所見は、そもそもカロリング期にアジールが衰退

したとする通説を見直すよう促す。たしかに王権によってアジールは制限を受けた。この点にお

いてメロヴィング王権の教会への対応とは異なる。 

 しかしながら、勅令を通じて制限を受けたアジールの慣習は、現実の紛争解決において衰退し

たと結論づけるには慎重でなければならならい。むしろメロヴィング期から変容した社会のな

かで、すなわちキリスト教がより深く浸透し、聖遺物信仰が部分的に王権の後ろ盾を得ながら広

まるなか、教会が管理する聖なる力を願って、教会に逃げ込む人々は地域によっては増えたとこ

ろもあったと想定される。たとえば、アインハルトが修道院長を務めたゼーリゲンシュタットの

ある現在のヘッセン地方である。アインハルトはそこで修道院長かつ有力者として、公的・私的

な地位と人的ネットワークを用いて紛争の解決に努めた。その際に彼が自らの地位をどのよう

なものと認識して行動したか、その行動がその地位によってだけでなく、またカロリング期の法



や制度にどれほど規定されていたのか、これらの問いを検討することで、カロリング期の国家と

教会、そして社会との関係について新たな光を当てることができるという見通しを得ることが

できた。 
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